


シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を

上
乗
せ
し
ま
す

委
員
会
に
示
さ
れ
た
介
護
保
険

事
業
計
画
案
は
、
左
ペ
ー
ジ
に
示

す
と
お
り
で
す
。

長
岡
市
の
示
し
た
介
護
保
険
対

象
サ
ー
ビ
ス
は
、
訪
問
介
護
、
訪

問
看
護
な
ど
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス
や

施
設
サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た
サ
ー
ビ

ス
を
す
べ
て
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

な
お
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
に
つ
い
て
は
、

サ
ー
ビ
ス
を
上
乗
せ
し
て
い
ま
す
。

上
乗
せ
と
は
、
国
が
示
す
利
用

基
準
を
上
回
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
も
の
で
、
長
岡
市
は
国
が
示

す
基
準
の
お
よ
そ
二
倍
の
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
考
え
で
す
。

こ
れ
は
、
長
岡
市
の
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
利
用
が
全
国
で
も
高
い
水

準
に
あ
り
、
国
の
基
準
ど
お
り
で

は
現
行
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
維
持

で
き
ず
、
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ

な
が
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
で
す
。

委
員
会
で
は
、
次
の
よ
う
な
意

見
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
は
気
軽
に

使
え
る
と
い
う
こ
と
で
利
用
が
増

え
て
い
る
の
で
、
上
乗
せ
は
必

要
」「
上
乗
せ
し
て
も
、
介
護
度
に

よ
っ
て
は
サ
ー
ビ
ス
が
不
足
す
る

と
い
う
不
安
が
あ
る
」「
国
の
基
準

ど
お
り
で
よ
い
の
で
は
な
い
か
」

保
険
料
は

３
３
１
９
円
と
試
算

第
一
号
被
保
険
者
（
六
十
五
歳

以
上
）
が
支
払
う
保
険
料
の
基
準

月
額
は
、
三
三
一
九
円
と
試
算
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の

上
乗
せ
分
お
よ
そ
五
〇
〇
円
を
含

む
も
の
で
、
上
乗
せ
を
し
な
い
と

二
七
八
五
円
に
な
り
ま
す
（
い
ず

れ
も
介
護
報
酬
単
価
が
未
定
の
た

め
、
国
の
示
す
方
法
で
算
出
し
た

も
の
）。

委
員
会
で
は
、「
上
乗
せ
は
必
要

な
の
で
、
一
定
程
度
の
保
険
料
負

担
は
や
む
を
得
な
い
と
思
う
」
と

い
う
意
見
が
出
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
対
象
外

サ
ー
ビ
ス
も
充
実

介
護
保
険
対
象
外
サ
ー
ビ
ス
に

は
、
在
宅
保
健
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

機
能
訓
練
と
訪
問
指
導
を
、
在
宅

福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
寝
具
丸
洗

い
事
業
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
費
助

成
事
業
、
介
護
手
当
な
ど
、
十
の

事
業
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
介
護
手
当
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
委
員
会
で
出
さ
れ

た
意
見
を
も
と
に
、
お
む
つ
購
入

費
用
の
助
成
分
を
加
算
。
現
行
の

支
給
年
額
六
万
円
を
九
万
円
に
す

る
案
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

２

介
護
保
険
制
度
で
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
は
？
そ
の
水
準
は
？

そ
し
て
保
険
料
は
？

八
月
十
一
日
に
開
か
れ
た
「
長
岡
市
老
人
保
健
福
祉
計
画
・
介

護
保
険
事
業
計
画
策
定
検
討
委
員
会
」
で
長
岡
市
の
介
護
保
険
事

業
計
画
案
が
示
さ
れ
、
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

今
月
号
の
市
政
だ
よ
り
で
は
、
委
員
会
で
の
検
討
の
様
子
を
紹

介
し
ま
す
。

充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
へ

介
護
保
険
事
業
計
画
案
ま
と
ま
る

保
険
料
の
見
込
み
も
試
算

地域で支え合う体制づくりへ

介護保険は、長岡市が進める“ともに生きる

社会づくり”を前進させるものだと思います。

そのためにも、福祉コミュニティ意識の醸

成については、もっと議論が必要ではないで

しょうか。ボランティア活動への意識をどの

ように高めるかということが計画案にもっと

出てきても良いと思います。

あと２回開かれる委員会では、まず、保険料のこと。介護保険サービ

スを受けられない人たちへの対策やサービスのこと。そして、地域で支

え合う体制づくりのことなどを中心に議論していきたいと考えています。

▲委員長の斎藤純さん

３

保
険
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
な
い
と
き
の

対
応
も
検
討

十
月
か
ら
、
い
よ
い
よ
要
介
護

認
定
が
始
ま
り
ま
す
。

市
で
は
こ
の
認
定
で
、
こ
れ
ま

で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
た
人
の

中
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な

く
な
る
人
が
出
る
と
予
想
し
て
い

ま
す
。

例
え
ば
、
現
在
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
の
に
、

自
立
と
い
う
判
定
を
受
け
る
と

い
っ
た
場
合
で
す
。

市
は
そ
の
場
合
で
も
、
派
遣
が

必
要
な
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
長
岡
市
独
自
の
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
派
遣
制
度
の
創
設
を
委
員

会
に
提
案
。
委
員
会
は
、
サ
ー
ビ

ス
の
実
施
主
体
や
料
金
、
実
施
の

形
態
な
ど
を
検
討
す
る
よ
う
、
市

に
求
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
検
討
を
進
め
ま
す

市
は
委
員
会
の
検
討
を
踏
ま
え
、

九
月
定
例
市
議
会
に
報
告
し
、
意

見
を
求
め
、
さ
ら
に
二
回
の
委
員

会
で
検
討
を
加
え
て
最
終
案
と
し

て
ま
と
め
、
三
月
定
例
市
議
会
に

報
告
す
る
予
定
で
す
。

１ 介護保険対象サービスの概要
�１居宅サービス
訪問介護
（ホームヘルプサービス）

訪問看護 通所介護・
通所リハビリテーション

24時間ケアサービス体制を整え、
きめの細かい対応をします。

現行の医療保険制度から移行。
医療、保健、福祉が連携してサ
ービスをします。

介護サービスが中心のデイサー
ビスとリハビリが目的のデイ・
ケア。供給体制は整う見込みで
す。短期入所（ショートステイ）

訪問リハリビテーション

国の利用基準では、要支援が６
ヵ月に１週、要介護度５で６ヵ
月に６週。長岡の利用状況はそ
れらを平均すると１ヵ月に１週
のため、基準どおりでは利用水
準が低下します。
他のサービスを組み合わせた利
用が定着するまでの経過措置と
して、上乗せします。

在宅での継続したリハビリを提
供します。

訪問入浴介護
移動入浴車で訪問し、入浴や洗
髪サービスを提供します。

痴呆対応型共同生活介護
（グループホーム）
痴呆性の高齢者が専門スタッフ
のケアを受けながら共同生活を
送ります。

居宅療養管理指導
医師・歯科医師が居宅を訪問。
療養に必要な指導をして、在宅
生活を支援します。 特定施設入所者生活介護

（ケアハウス）

福祉用具貸与・給付

居宅介護住宅改修費

居宅介護サービス計画
（ケアプラン）

�２施設サービス
平成16年度までに特別養護老人ホーム１ヵ所の増設、老人保健施設の増床を予定。

介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム）

介護療養型医療施設
（療養型病床群）

２ 保険料の見込み

３ 介護保険対象外サービスの概要
�１在宅福祉サービス
①緊急通報装置 ②自動消火器 ③寝具丸洗い ④マッサージ施術費助成 ⑤介護手当
⑥住宅改良（リフォーム）ヘルパー派遣 ⑦住宅改造費助成
⑧高齢者向けモデル住宅（住宅相談） ⑨車イス貸与
⑩配食サービス（民間サービス事業者等の活用を検討）

�２在宅保健サービス
①機能訓練 ②訪問指導

第１号被保険者（65歳以上）の
保険料基準額月額 ３,３１９円
（ショートステイの上乗せをし
ない場合 ２,７８５円）

保険料 公 費

９ 割
1割

第１号
被保険者

（17％）

第２号
被保険者

（33％）

国

（25％）

県

（12.5％）

市

（12.5％）

利
用
者
負
担

注：（ ）は利用者負担を除いた部分のそれぞれの負担割合です。

長岡市老人保健福祉計画・介護保険事業計画案の概要

常に介護が必要で、居宅では
困難なとき、入所して介護サ
ービスを受けます。

長期間にわたり、
療養や介護が必
要なときに利用
します。介護老人保健施設

（老人保健施設）
家庭に戻れるよう、リハビリ
を中心とした医療ケアと介護
を受けることができます。

介護支援専門員が利用者の相談
に応じ、介護サービス計画を作
成します。

（介護報酬単価未定のため、国
の試算手順により算定。決定後、
再計算します）

介
護
費
用



小
学
生
が
デ
ザ
イ
ン
に

挑
戦
！

七
月
三
十
一
日
、
青
葉
台
小
学

校
六
年
生
が
、
ポ
ス
タ
ー
づ
く
り

に
挑
戦
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
未

来
の
デ
ザ
イ
ン
シ
テ
ィ
長
岡
を
担

う
子
ど
も
た
ち
に
デ
ザ
イ
ン
を
学

ん
で
も
ら
お
う
と
企
画
し

た
も
の
で
、
青
葉
台
小
で

秋
に
開
催
さ
れ
る
音
楽
祭

の
ポ
ス
タ
ー
を
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
い
な
が

ら
デ
ザ
イ
ン
す
る
と
い
う

も
の
で
す
。
当
日
は
プ
ロ

の
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
長
岡
造

形
大
学
の
学
生
に
ア
ド
バ
イ
ス
を

も
ら
い
な
が
ら
、
ポ
ス
タ
ー
づ
く

り
を
進
め
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
ポ
ス
タ
ー
の

色
や
字
の
種
類
を
ど
う
す
る
か
な

ど
、
真
剣
に
頭
を
ひ
ね
っ
て
い
ま

し
た
。
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、「
デ
ザ

４

今
年
も
開
催
し
ま
す

長長
岡岡
デデ
ザザ
イ
ン
フ
ェ
ア

’99

今
年
で
六
年
目
を
迎
え
る
長
岡
市
の
デ
ザ
イ
ン

フ
ェ
ア
。

デ
ザ
イ
ン
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
、
今

年
も
数
々
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。

▲子どもたちがつくったポス
ターは力作ぞろい。もしかし
たら将来はデザイナーに！？
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

イ
ン
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
」
と
考

え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

青
葉
台
小
で
は
こ
の
ほ
か
、
秋

に
は
間
伐
材
を
使
っ
て
、
地
域
の

人
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
ベ
ン
チ
を

制
作
す
る
予
定
で
す
。

「
石
彫
の
道
」
で

彫
刻
体
験

釜
沢
町
の
南
蛮
山
登
山
道
に
、

「
石
彫
の
道
」
と
呼
ば
れ
る
所
が

あ
り
ま
す
。
昔
か
ら
石
材
と
し
て

利
用
さ
れ
て
き
た
「
釜
沢
石
」
を

彫
刻
作
品
と
し
て
残
そ
う
と
、
こ

こ
で
市
内
外
の
美
術
教
師
た
ち
が

二
十
年
ほ
ど
前
か
ら
制
作
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
も
八
月
十
六
日
〜
十

九
日
に
メ
ン
バ
ー
が
制
作
を

行
い
、
デ
ザ
イ
ン
フ
ェ
ア
の

関
連
事
業
と
し
て
彫
刻
教
室

も
開
催
し
ま
し
た
。
教
室
に

は
小
学
生
も
参
加
。
暑
さ
に

負
け
ず
、
熱
心
に
作
品
を

造
っ
て
い
ま
し
た
。

デ
ザ
イ
ン
を
身
近
に

感
じ
よ
う

市
民
参
加
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
昨
年
か
ら
行
っ
て
い

る
、「
環
境
に
優
し
い
住
空
間
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
と
、「
長
岡
グ
リ
ー

ン
マ
ッ
プ
づ
く
り
」
は
七
月
か
ら

始
ま
り
、
十
月
ま
で
続
き
ま
す
。

十
月
に
開
催
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
は
、
こ
う
し
た
市
民
参
加
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
各
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
成
果
の
発
表
、
記
念
講
演
会

も
予
定
し
て
い
ま
す
。

市
民
参
加
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
ぜ
ひ
デ
ザ
イ
ン

を
身
近
に
感
じ
て
く
だ
さ
い
。
み

な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
国
際

文
化
課
デ
ザ
イ
ン
振
興
班
�
39
・

２
２
５
１
へ
ど
う
ぞ
。

５

������� 市政ニュース

長長岡岡デデザザイインン・・シシンンポポジジウウムム

秋山孝講演会・ポスター展（無料）

○秋山孝 記念講演会
期 日 ９月18日�
会 場 長岡造形大学円形講義室
申し込み はがきかファクスで９月16日	までに〒940-

8501幸町２の１の１市役所国際文化課内長岡
デザインフェア’99実行委員会事務局�39・
2251、
39・2280へ

第１部：基調講演「信濃川が育む自然とデザイン」
時 間 午後２時～３時
講 師 多摩美術大学助教授・秋山孝さん

第２部：てい談（信濃川トーク）
「川・縄文とアートのかかわり」

時 間 午後３時10分～４時40分
てい談者 グラフィックデザイナー・秋山孝さん

日本野鳥の会嘱託専門員・松田道生さん
長岡市立科学博物館館長・渡辺央さん

○秋山孝 ポスターの世界展・エコロジーとユーモア
期 間 ９月14日�～19日�
会 場 県立近代美術館２階ギャラリー

●あきやま・たかし
1952年長岡市出身。長岡商業高校

卒業後、多摩美術大学でポスターデ
ザインを学び、81年東京芸術大学大
学院修了。
鳥とエコロジーをモチーフに、ユ

ーモアと風刺のきいた作品を多く発
表している。

▲

思
い
思
い
に
描
い
た
イ
ラ
ス
ト
や
、
新
聞
や
雑
誌
を
切
り
貼
り
し
た
も
の
を
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
に
取
り
込
ん
で
ポ
ス
タ
ー
に
。「
自
由
に
つ
く
れ
て
お
も
し
ろ
い
」
と
、
子
ど
も
た

ち
は
興
味
津
々
（
七
月
三
十
一
日
・
青
葉
台
小
学
校
体
育
館
で
）

▲

今年の「しなの川音楽祭」のポスター
も秋山さんのデザイン

▲制作に取り組む飯塚清さん。「５年をかけて今年、ようや
く完成します」（８月17日・「石彫の道」で）



長
さ
１
２
７
０
メ
ー
ト
ル

長
岡
東
西
道
路
は
、
新
潟
県
が

国
道
四
〇
四
号
道
路
改
築
事
業
と

し
て
整
備
す
る
も
の
で
、
整
備
区

間
は
お
よ
そ
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。

信
濃
川
に
新
た
に
架
け
ら
れ
る

橋
は
、
そ
の
う
ち
約
一
二
七
〇

メ
ー
ト
ル
を
占
め
、
信※

濃
川
に
か

か
る
橋
と
し
て
は
、
最
も
長
い
も

の
に
な
り
ま
す
。

自
然
と
調
和
す
る
橋
に

信
濃
川
橋
り
ょ
う
景
観
検
討
委

員
会
は
、
信
濃
川
の
景
観
に
調
和

す
る
橋
を
か
け
る
た
め
に
、
地
元

住
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
取
り

入
れ
よ
う
と
、
新
潟
県
が
設
置
し

た
も
の
で
す
。

初
回
の
会
合
で
は
、
道
路
の
性

格
や
架
橋
さ
れ
る
位
置
、
川
の
状

況
、
橋
の
形
式
な
ど
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
委
員
か
ら
次
の
よ
う

な
意
見
、
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

「
長
生
橋
が
主
役
な
ら
、
こ
の

橋
は
わ
き
役
で
し
ょ
う
。
長
生
橋

を
意
識
し
て
、
市
内
の
す
べ
て
の

橋
と
共
通
の
テ
ー
マ
を
持
つ
も
の

に
し
て
ほ
し
い
」「
周
り
の
自
然
と

調
和
す
る
も
の
に
し
て
ほ
し
い
」

「
長
生
橋
よ
り
目
立
つ
必
要
は
な

い
が
個
性
の
あ
る
も
の
に
」

こ
の
ほ
か
、「
地
元
の
人
た
ち
が

自
慢
で
き
る
も
の
に
」「
歩
行
者
の

た
め
の
工
夫
を
」「
雪
対
策
も
検
討

を
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
会
は
、
今
年
度
中
に
合
計

三
回
の
会
合
を
開
き
、
信
濃
川
に

ふ
さ
わ
し
い
橋
の
デ
ザ
イ
ン
を
考

え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

早
期
開
通
を
め
ざ
し
て

長
岡
東
西
道
路
は
、
地
域
高
規

格
道
路
と
し
て
四
車
線
で
整
備
さ

れ
る
も
の
で
、
信
濃
川
を
挟
ん
だ

東
西
市
街
地
の
交
通
円
滑
化
、
長

岡
圏
域
の
連
携
強
化
な
ど
に
大
き

な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
新
潟
県
で
は
、
二
車

線
で
の
早
期
開
通
を
め
ざ
し
、
事

業
を
進
め
て
い
ま
す
。

長
岡
市
は
事
業
が
円
滑
に
進
み
、

今
年
度
中
に
地
元
と
の
協
議
を
終

え
、
用
地
取
得
を
始
め
ら
れ
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

６

長岡東西道路信濃川橋りょう景観検討委員会

◎長 井 正 嗣

（敬称略 ◎は委員長）

長岡技術科学大学教授

後 藤 哲 男 長岡造形大学教授

伊 藤 肇 栄 長岡観光・コンベンション協会理事

小 柳 喜 實 長岡・柏崎圏域インフラックス
研究会事務局長

木 内 定 一 長岡東西道路整備推進期成同盟会
副会長

五 味 由紀子 長岡まつり企画推進委員会委員

津 野 正 敏 長岡東西道路整備推進期成同盟会
副会長

中 島 太 郎 信濃川ファンクラブ副会長

中 村 え つ 長岡市美術協会会員

和 田 冨 美 デザインフォーラム研究委員会委員

安 部 友 則 北陸地方建設局信濃川工事事務所長

寺 本 邦 一 北陸地方建設局長岡国道工事事務所長

島 原 利 昭 新潟県土木部道路建設課長

藤 原 俊 雄 新潟県長岡土木事務所長

会 田 洋 長岡市都市整備部長

七
月
一
六
日
、「
長
岡
東
西
道
路
信
濃
川
橋
り
ょ
う
景
観
検

討
委
員
会
」
が
発
足
。
信
濃
川
に
新
た
に
架
け
ら
れ
る
橋
の
形

式
や
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
の
検
討
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

長
岡
東
西
道
路

信
濃
川
に
ふ
さ
わ
し
い
橋
は
？

信
濃
川
橋
り
ょ
う
の
景
観
検
討
へ

信濃川に新しい橋がかかります
点線が橋のかかる位置

※一口メモ 信濃川にかかる橋の長さ
現在もっとも長い橋は、長岡大橋で1,078ｍ
長生橋は850ｍ、大手大橋は878ｍ、蔵王橋は808ｍ

長長生生橋橋

長長岡岡大大橋橋

消
費
者
に
安
全
な
農
産
物
を
提

供
し
よ
う
と
有
機
農
業
に
取
り
組

む
生
産
者
を
応
援
す
る
た
め
、
長

岡
市
は
有
機
農
産
物
等
栽
培
認
証

事
業
を
始
め
ま
し
た
。

市
長
が
認
め
ま
す

有
機
農
産
物
等
と
は
農
林
水
産

省
が
示
す
栽
培
方
法
（
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
）
で
栽
培
さ
れ
た
農
産
物
の

こ
と
で
、
農
薬
や
化
学
肥
料
を
①

三
年
以
上
使
っ
て
い
な
い
土
壌
で

栽
培
す
る
（
有
機
農
産
物
）、
②

六
ヶ
月
以
上
使
っ
て
い
な
い
土
壌

で
栽
培
す
る
（
転
換
期
間
中
有
機

農
産
物
）、
③
農
薬
や
化
学
肥
料

を
減
ら
し
て
栽
培
す
る
（
特
別
栽

培
農
産
物
）
な
ど
厳
し
い
条
件
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
農
産
物
の
生
産

過
程
や
生
産
施
設
な
ど
を
検
査
し
、

こ
う
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
守
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
市
長
が
認
め
、

表
示
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

認
証
に
あ
た
り
、
適
正
な
検
査
、

審
査
を
実
施
す
る
た
め
設
置
し
た

有
機
農
産
物
等
栽
培
認
証
委
員
会

は
、
八
月
十
八
日
に
第
一
回
委
員

会
を
開
催
。
検
査
・
審
査
の
基
準

や
方
法
等
を
確
認
し
、
初
め
て
の

認
証
に
備
え
ま
し
た
。

市
は
、
米
の
収
穫
後
速
や
か
に

委
員
会
を
開
催
し
ま
す
。
九
月
中

に
は
、
市
の
認
証
農
産
物
が
初
め

て
誕
生
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

７

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
を
応
援

有
機
農
産
物
等
栽
培
認
証
委
員
会
が
活
動
を
始
め
ま
し
た

長岡市有機農産物等栽培認証委員会（敬称略）

菊 池 久寿郎 学識経験者・新潟県農業総合研究所
基礎研究部長

八尾板 恒 雄 学識経験者・農学博士

近 藤 博 消費者

木 内 美知子 消費者・Ｆ＆Ｍながおか市民会議
副代表

大 橋 操 消費者団体・新潟県消費者協会長岡
支部副支部長

今 井 和 江 生産者

小 野 喜 範 生産者

木 村 豊 生産者・ＪＡ青年部委員長

長 部 茂 生産者団体・長岡市農協営農課長

金 子 剛 生産者団体・中越農業共済組合
農産課長

「
懐
旧
雑
誌
」「
海
岱
日
録
」
な
ど

江
戸
時
代
の
人
々
の
く
ら
し
を

生
き
生
き
と
伝
え
る
資
料
が
文
書
資
料
室
へ

藩
政
時
代
の
長
岡
の
姿
を
後
世

に
残
そ
う
と
武
士
や
町
人
の
生
活

の
様
子
な
ど
を
記
録
し
た
「
懐
旧

雑
誌
」
の
原
本
と
思
わ
れ
る
冊
子

が
見
つ
か
り
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
絵
図
十
数
点
を
含

ん
で
い
る
こ
と
が
文
書
資
料
室
の

調
査
で
分
か
り
ま
し
た
。

こ
の
冊
子
は
、
長
岡
市
出
身
の

相
沢
富
士
雄
さ
ん
（
愛
知
県
岩
倉

市
在
住
）
の
「
長
岡
市
の
役
に
立

て
て
」
と
い
う
意
向
か
ら
長
岡
市

が
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
た
総
数

お
よ
そ
四
五
〇
点
の
資
料
の
中
に

あ
っ
た
も
の
。
資
料
に
は
こ
の
ほ

か
、
北
組
の
割
元
と
小
林
又
兵
衛

（
虎
三
郎
の
実
父
）
が
伊
勢
参
り

に
出
掛
け
た
と
き
の
様
子
を
絵
と

文
で
記
録
し
た
「
海
岱た

い

日
録
」
な

ど
の
資
料
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

文
書
資
料
室
で
は
、「
文
書
や
地

図
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
こ
と
が

絵
図
で
は
良
く
分
か
り
、
当
時
の

生
活
の
様
子
が
分
か
っ
て
興
味
深

い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

閲
覧
は
、
互
尊
文
庫
内
の
文
書

資
料
室
�
36
・
７
８
３
２
で
ど
う

ぞ
。

「海岱日録」（海と山の記
録の意味か？）

嘉永元年３月から６月に
かけての旅日記。
帰着のときには、組頭や

家族、村人が総出で出迎え、
一同を引き連れて北御蔵へ
あいさつしたという記述が
あり、当時の習慣が分かっ
て興味深い。
絵は、六日町から草生津

へ向かう船の様子を描いて
いる。日録では、６月６日朝六日町を出発、その日の夕方に草
生津へ到着したと記録している。

「懐旧雑誌」上中下３冊

旧長岡藩士・小川当知（生没年不詳）が明治12年に発刊した
もの。これまで、北方文化博物館所蔵のものしか知られていな
かった。

▲宮原杭違より悠久山辺
遠望之雪景

▲大工町太子堂之図

▲上田坂戸城古跡

▲長岡市の認証マーク

ミ
ニ

ニュ
ー
ス



八
月
八
日
、
岩
船
郡
神
林
村
の

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
小
型
ポ
ン
プ

操
法
の
県
大
会
が
開
催
さ
れ
、
長

岡
市
消
防
団
代
表
の
第
十
六
分
団

（
大
島
・
希
望
が
丘
地
区
）
が
、

見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

長
岡
市
代
表
の
優
勝
は
三
年
連

続
で
、
こ
れ
は
県
下
で
も
例
の
な

い
快
挙
で
す
。

小
型
ポ
ン
プ
操
法
は
消
火
活
動

の
基
本
と
な
る
動
作
で
、
迅
速

さ
・
確
実
さ
・
安
全
さ
が
要
求
さ

れ
る
も
の
。
ふ
だ
ん
か
ら
の
厳
し

い
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
き
び

き
び
と
し
た
動
き
を
披
露
し
た
十

六
分
団
が
、
県
内
各
地
区
を
勝
ち

抜
い
て
き
た
精
鋭
十
八
チ
ー
ム
の

頂
点
に
立
っ
た
も
の
で
す
。

今
年
一
月
に
「
友
好
関
係
の
発

展
に
つ
い
て
の
同
意
書
」
を
交
わ

し
た
中
国
の
大
慶
市
と
長
岡
市
と

の
間
で
、
こ
の
夏
、
い
く
つ
か
の

友
好
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

経
済
界
代
表
と
懇
談

大
慶
市
の
馬
暁
林
副
市
長
や
企

業
の
代
表
か
ら
な
る
公
式
訪
問
団

一
行
五
人
が
、
八
月
三
日
〜
六
日
、

長
岡
を
訪
れ
ま
し
た
。

三
日
の
夜
は
長
岡
大
花
火
を
楽

し
み
、
四
日
に
は
長
岡
の
経
済
界

代
表
者
と
懇
談
。
両
市
の
経
済
状

況
や
企
業
活
動
な
ど
に
つ
い
て
、

活
発
な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
ほ

か
、
訪
問
団

は
市
内
の
企

業
も
視
察
し

ま
し
た
。

青
少
年
卓

球
チ
ー
ム
、

大
慶
で
初

の
交
流
！

大
慶
卓
球

訓
練
セ
ン

タ
ー
に
は
、

中
国
全
土
か

ら
優
秀
な
選

手
が
集
ま
り
ま
す
。
そ
の
選
手
と

技
術
面
で
の
交
流
を
図
ろ
う
と
、

八
月
九
日
〜
二
十
日
、
長
岡
の
青

少
年
卓
球
チ
ー
ム
が
大
慶
市
に
派

遣
さ
れ
ま
し
た
。

現
地
で
は
、
中
国
の
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
の
選
手
と
練
習
や
試
合
を
し

て
、
長
岡
の
選
手
た
ち
に
は
大
変

よ
い
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
現
地
で
誕
生
日
を
迎
え

た
メ
ン
バ
ー
が
、
大
慶
の
選
手
た

ち
か
ら
突
然
ケ
ー
キ
と
歌
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
る
な
ど
、
熱
烈
な
歓

迎
を
受
け
ま
し
た
。

滞
在
二
日
目
か
ら
お
互
い
に
会

話
を
交
わ
し
、
ど
ん
ど
ん
な
じ
ん

で
い
っ
た
長
岡
市
と
大
慶
市
の
選

手
た
ち
。
青
少
年
か
ら
始
ま
っ
た

両
市
の
交
流
は
、
今
後
ま
す
ま
す

発
展
し
て
い
く
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。

８

第 16 分団・多田晃さん（北山４）
県大会本番では、長岡は順番が最後だった
ことと、すでに２連覇しているということで
周囲の注目も大きく、プレッシャーもあった
のですが、全員の勝とうという強い思いが、
それをはねのけました。
災害時は地域での助け合いが欠かせませ

ん。若い人たちにも、どんどん消防団の活動
に参加してほしいと思います。

▲大慶市側からは、長岡の企業や製品に
ついて熱心な質問が出されました
（８月４日・長岡グランドホテルで）

▲

約
一
分
間
に
勝
負
を
か
け
た
第
十
六
分
団

小小型型ポポンンププ操操法法
県県大大会会でで
長長岡岡市市代代表表がが
三三年年連連続続優優勝勝！！

進進めめてていいまますす！！
大大慶慶市市ととのの交交流流

▲

中
国
の
選
手
と
の
練
習
に
励
む
池
津
鮎
美
さ
ん（
右
）

９

������� 市政ニュース

８
月
２
日
・
３
日
に
行
わ
れ
た
長

岡
ま
つ
り
大
花
火
大
会
。
そ
の
翌
朝
、

会
場
に
残
さ
れ
た
ご
み
を
集
め
よ
う

と
、
中
学
生
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

延
べ
千
八
百
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

六
十
五
万
人
の
見
物
客
が
残
し
た

ご
み
は
、
二
日
間
で
約
三
十
五
ト
ン
。

生
徒
た
ち
は
、「
今
日
も
き
れ
い
な

会
場
で
花
火
を
見
て
も
ら
い
た
い
」

と
、
散
ら
か
っ
た
ご
み
の
収
集
や
資

源
ご
み
の
分
別
に
熱
心
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

▲

果
物
屋
で
の
箱
作
り

▼

「
燃
や
さ
な
い
ご
み
」
の
袋
か
ら
び
ん
と
缶
を
分
別
す
る
栖
吉

中
学
校
の
生
徒
た
ち
（
信
濃
川
河
畔
で
）

８／３
祭りのあと…

八
月
二
十
一
日
〜
二
十
四
日
、
市

民
体
育
館
な
ど
四
会
場
で
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
全
日
本
中
学
校
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
。

長
岡
市
か
ら
参
加
し
た
江
陽
中

（
男
子
）
は
惜
し
く
も
予
選
で
敗
退

し
ま
し
た
が
、
旭
岡
中
（
女
子
）
は

決
勝
リ
ー
グ
ま
で
進
み
ま
し
た
。
両

校
と
も
強
豪
相
手
に
大
健
闘
。
さ
わ

や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

８／22・23
全中バレーで、
長岡勢健闘！

「
私
は
、
今
も
な
お
原
爆
の
後
遺

症
に
苦
し
ん
で
い
る
人
た
ち
や
、
平

和
祈
念
式
で
泣
き
崩
れ
て
し
ま
っ
た

お
年
寄
り
を
目
の
前
に
し
て
、
も
し

核
保
有
国
が
今
後
も
核
実
験
を
続
け

る
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
現
実
を
訴
え

続
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま

し
た
」（
関
原
中
学
校
三
年
・
丸
山

奈
都
子
さ
ん
）

広
島
平
和
祈
念
式
に
参
加
し
た
中

学
生
十
八
人
は
、
戦
争
の
悲
惨
さ
、

平
和
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い
ま
し

た
。

８／６
中学生代表、広島へ

▲

優
秀
選
手
賞
十
二
人
に
選
ば
れ
た
、
石
坂
江
里
子
さ

ん
（
左
か
ら
二
番
目
）

地
元
の
人
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
ん
で
も
ら

お
う
と
、
中
心
市
街
地
で
行
わ
れ
た

「
子
ど
も
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事

業
」。東

中
学
校
の
二
年
生
三
十
九
人
が
、

中
心
街
の
花
屋
や
果
物
屋
な
ど
十
六

店
で
、
約
二
時
間
働
き
ま
し
た
。

と
ま
ど
い
な
が
ら
も
「
が
ん
ば
っ

て
お
手
伝
い
し
た
い
」
と
一
生
懸
命

に
商
品
の
陳
列
や
掃
除
、
接
客
な
ど

に
取
り
組
ん
だ
生
徒
た
ち
に
、「
き

び
き
び
し
た
動
作
で
感
心
し
た
」
と

お
店
の
人
の
評
判
も
上
々
で
し
た
。

８／７
中心市街地で商業を体験！

▼

広
島
平
和
記
念
公
園
で
原
爆
ド
ー
ム
を
背
に

ながおか・この夏の中学生
雨がなかなか降らず、真夏日が２週間以上も続いた今年の新潟県内の夏。猛暑の中、さまざまな所で活躍し、
「熱い夏」を過ごした中学生たちがいます。長岡の中学生たちのこの夏を、振り返ってみましょう。



１０

か そ
う！

エーシ
ョン
の

すめ

読
書
や
食
欲
の
秋
と
い
う
け
ど
、
秋
は
体
を
動

か
し
て
、
家
族
や
友
人
た
ち
と
楽
し
く
遊
べ
る
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

「
ふ
だ
ん
、
仕
事
が
忙
し
く
っ
て
」「
め
ん
ど

く
さ
そ
う
だ
か
ら
」
と
敬
遠
し
て
い
た
人
も
、
ち

ょ
っ
と
重
い
腰
を
上
げ
て
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

今
月
は
、
歩
く
こ
と
か
ら
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ま

で
、
体
を
動
か
し
て
楽
し
め
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
紹
介
し
ま
す
。

▲地域対抗スポーツ大会で（３月７日・豊田小学校）
32地区から2,407人が参加。綱引きや大縄跳びなど６種目で熱戦

が繰り広げられました。

▲

▲

市営スキー場で
体験教室は毎週土・日曜

日と祝日に開催（要予約）。
パラグライダーは、１日

コース8,000円。２日コー
ス12,000円。マウンテンボ
ードは、１回3,000円。
両方とも問い合わせ・申

し込みは本田昇さん�36・
4716へどうぞ。

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

スス
パパ
イイ
クク
がが
決決
まま
っっ
たた
とと
きき
はは
うう
れれ
しし
いい

パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
体
験
教
室

ずず
っっ
とと
大大
空空
をを
飛飛
びび
たた
かか
っっ
たた

マ
ウ
ン
テ
ン
ボ
ー
ド
体
験
教
室

大大
地地
をを
滑滑
りり
降降
りり
るる
っっ
てて
気気
持持
ちち
いい
いい
！！

１１

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言

葉
を
、
聞
い
た
こ
と
が
な
い
人
は

い
な
い
で
し
ょ
う
。

『
新
明
解
国
語
辞
典
』
で
は
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
「
仕
事
・

勉
強
の
疲
れ
を
ほ
ぐ
し
、
あ
す
の

活
動
へ
の
活
力
を
導
く
た
め
の
休

養
と
娯
楽
」
と
説
明
し
て
い
ま
す
。

部
屋
の
窓
か
ら
鳥
や
景
色
を
見
る

と
い
っ
た
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
も
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
心
の
安
ら

ぎ
だ
け
で
な
く
、
対
人
関
係
や
健

康
、
自
己
実
現
、
地
域
と
の
結
び

付
き
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
し
て
、

人
生
の
大
切
な
課
題
と
し
て
取
り

組
め
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

い
っ
て
み
れ
ば
、
そ
の
人
な
り

の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、

い
ろ
い
ろ
な
楽
し
み
方
が
あ
り
ま

す
。

ま
ず

歩
い
て
み
よ
う

で
き
れ
ば
親
子
で
、
夫
婦
で
、

気
の
合
う
仲
間
と
一
緒
に
始
め
て

く
だ
さ
い
。
楽
し
く
継
続
で
き
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
歩
く
こ
と
に
慣

れ
た
ら
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
し
た
り
、

ハ
イ
キ
ン
グ
に
出
か
け
た
り
し
ま

し
ょ
う
。
信
濃
川
河
畔
や
東
山
は

格
好
の
場
所
と
い
え
ま
す
。

大
勢
で
楽
し
み
た
い

お
は
よ
う
市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

や
お
は
よ
う
市
民
マ
ラ
ソ
ン
、
市

民
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
に
参
加
し
、

大
勢
の
人
た
ち
と
一
緒
の
時
間
を

過
ご
す
こ
と
は
楽
し
い
も
の
で
す
。

長
岡
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
（
次
の
ペ
ー
ジ
の
表
参
照
）
で

は
、
そ
の
活
動
を
通
じ
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
機

会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
た
と
え

ば
こ
れ
か
ら
だ
と
、
長
岡
シ
テ
ィ

マ
ラ
ソ
ン
大
会
（
十
月
三
日
）、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
タ
’99

▲長岡市アマチュアダンス連盟の長岡市初心者教室
（８月18日・厚生会館）

「４カ月間で一通り音楽に合わせて踊れるようになることを目標に
しています。初歩のステップの練習が中心で、今は前半がタンゴ、
後半がジャイブです。参加者は30代～70代の約100人。男性も大勢
参加しています。この教室にはいつでも参加できます（月会費
1,000円必要）。興味のある人はぜひ、どうぞ。」（長岡市アマチュア
ダンス連盟副会長・小林義夫さん）
参加者のみなさんも「別の日に仲間とステップの確認をしている

んだ」「毎回参加しないと置いていかれる気がして」と本当に一生
懸命でした。

▲毎週日曜日の午前６時～７時に実施。コース
は陸上競技場～長岡大橋～長生橋～陸上競技場
の７キロメートル（写真は８月15日）。
「今日の参加者は約30人。みなさん自分のペー
スを守って楽しく走ります」（長岡ジョギング
クラブ・佐々木康三さん）

お
は
よ
う
市
民
マ
ラ
ソ
ン

みみ
んん
なな
でで
走走
るる
ここ
とと
っっ
てて
楽楽
しし
いい
！！

タンゴ

そそののスステテッッププはは優優雅雅

レ

特
集

楽し
く、体

を動
か そ

レク
リエー

すす
め



１２

（
十
月
九
日
）、
東
山
連
峰
縦
走

大
会
（
十
月
十
日
）、
な
ど
催
し

が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

ま
た
、
各
体
育
館
で
実
施
し
て

い
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
参
加
す

る
の
も
お
勧
め
で
す
。

歩
い
た
り
、
走
っ
た
り
は

ち
ょ
っ
と
、
と
い
う
人
は
、

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
や
社
交
ダ
ン
ス

は
い
か
が
で
す
か
。
初
心
者
教
室

も
あ
り
、
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

（
九
月
二
十
五
日
）、
長
岡
市
民

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
（
十
月
二
日
）、
ソ
シ
ア
ル
ダ

ン
ス
の
つ
ど
い
（
十
一
月
七
日
）

を
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

地
元
の
催
し
に

参
加
し
よ
う

長
く
続
け
て
い
く
に
は
、
気
の

合
う
仲
間
と
一
緒
に
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
地
域
の
公
民
館
の
活

動
や
学
校
開
放
の
種
目
に
参
加
し

た
り
、
町
内
会
や
子
ど
も
会
、
老

人
会
が
行
う
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
行
事
に
参
加
し
た
り

す
る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
大
島
・
川
崎
・
十
日

町
・
神
田
・
関
原
の
五
地
区
に
は

マ
ス
タ
ー
ズ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
公

民
館
を
会
場
に
近
所
の
仲
間
が
集

ま
っ
て
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・

ゲ
ー
ム
、
健
康
体
操
や
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な

ど
を
し
て
い
ま
す
。
六
月
に
は
、

各
ク
ラ
ブ
対
抗
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
交
流
大
会
を
開
き
ま
し
た
。

市
で
は
、
地
域
の
マ
ス
タ
ー
ズ

ク
ラ
ブ
の
開
設
を
手
伝
っ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
生
涯
学
習
・
体
育

長岡市レクリエーション協会一覧

レクリエーション協会についてのお問い合わせは協会事務局
（生涯学習・体育課内）�32・5110へどうぞ。

加盟団体名 主な活動内容

長岡ハイキングクラブ ハイキングや登山の企画・引率

長岡市サイクリング協会 おはようサイクリングの実施

長岡市フォークダンス連合 初心者講習会や交流パーティの開催や
サークルの指導

長岡市ウォーキングクラブ おはよう市民ウォーキングやナイトウ
ォークの開催

長岡市ジョギングクラブ おはよう市民マラソンや長岡シティマ
ラソン大会の開催

長岡キャンプカウンセラー協会 わんぱく共和国の開催や子ども会や学
校のキャンプ指導

長岡観光民踊会 長岡まつり民踊流し体験講座の指導

長岡オリエンテーリングクラブ オリエンテーリング大会への参加や講
習会、大会の企画・開催

長岡レクリエーション指導者クラブ レクリエーション教室での指導やスポ
ーツイベントの企画・開催

長岡市社交ダンス連絡協議会 初心者講習会や交流パーティーの開催
やサークルの指導

パラエイトクラブ パラグライダー初心者教室や長岡まつ
りでデモフライトの実施

バルーン・チーム・イーハトーヴ 熱気球のチーム。おぢや風船一揆や風
船一揆秋の陣・長岡への参加

レディースレクリエーション学苑 様々なイベントへの協力や高齢者のス
ポーツ活動のサポート

ゲーム「震源地はどこだ」

ここのの夏夏一一番番のの思思いい出出ににななりりままししたた

イ
ン
デ
ィ
ア
カ

一一
度度
やや
っっ
たた
らら
やや
みみ
つつ
きき
よよ
！！

▲

わんぱく共和国ｉｎ八方台で
（８月６日～８日）。
小学４年生～中学３年生の19人が参加。テン

ト張り、飯ごう炊飯、キャンプファイヤー、宝
探しなど、東山の自然のなかで思いっきり遊び
ました。
写真のゲーム「震源地はどこだ」はジェスチ

ャーの発信元を当てるものです。

▲インディアカの練習（８月17日・北部体育館）
バドミントンのコートを使い、大きな羽根を打ち合う。

ルールはバレーボールとほとんど同じ。
「メンバーは16人。毎週火曜日の午前中に練習しています。
インディアカを始めたのは、10年くらい前からです。なか
なかハードで奥の深いスポーツです。でも、羽根がやわら
かく、打っても痛くなく、ルールもわかりやすいので、初
心者も取り組みやすい競技ですね。ぜひ、愛好者を増やし
て市内大会が開ければと思っています」（ＮＳＣインディ
アカチーム代表・岩瀬好美さん）

みんな国営越後丘陵公園に集まれ！
思いっきり遊んじゃおう

日 時＝平成11年10月９日�
午前10時～午後３時（雨天中止）

会 場＝国営越後丘陵公園
参加料＝大人300円、小中学生150円（参加賞・保険代）

※入園は無料、駐車料金（310円）は別途必要
持ち物＝昼食、水筒、タオル、雨具
コース＝①サイクリング②オリエンテーリング③越後丘陵ポ

イントラリー④公園自然探勝ウォーキング⑤
42.195㎞みんなでチャレンジリレー⑥親子なかよし
広場⑦パラグライダー体験⑧マウンテンボード体験

フリー参加として熱気球体験、芝そりあそび、ニュースポ
ーツ、凧づくり、運動適性テストも実施。お楽しみ抽選会も
あります（一部有料のものもあります）。
申し込み＝①～⑧から希望のコースを選んで、10月１日�ま

でに生涯学習・体育課�32・5110へ

１３

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の

す
す
め

世
代
や
障
害
を
越
え
て
、
楽
し

め
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
が
あ
り
ま
す
。

一
般
に
広
く
行
わ
れ
て
い
る
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
が

そ
う
で
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ペ
タ
ン
ク
、

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
、
カ
ロ
ー
リ
ン
グ

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
種
目
が
あ
り

ま
す
。

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は
、
各
地
域

の
体
育
指
導
委
員
の
み
な
さ
ん
が

中
心
と
な
っ
て
普
及
活
動
を
進
め

て
い
ま
す
。
町
内
会
や
子
ど
も
会
、

老
人
会
で
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
っ
て

こ
い
の
も
の
で
す
。

◆

◆

自
分
の
や
り
た
い
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
見
つ
け
て
、
続
け
て
い

く
に
は
、
積
極
的
に
体
験
教
室
な

ど
に
参
加
し
て
み
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
や
マ
ウ

ン
テ
ン
ボ
ー
ド
の
体
験
教
室
は
、

毎
週
土
・
日
曜
日
と
祝
日
に
実
施

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
十
月
九
日
に
は
国
営
越

後
丘
陵
公
園
で
、
遊
び
の
楽
し
さ

が
発
見
で
き
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
フ
ェ
ス
タ
’99
も
開
催
し
ま
す
。

こ
の
フ
ェ
ス
タ
は
、
長
岡
市
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
に
よ
る
た
の

し
い
催
し
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
、
こ
の
秋
は

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
楽
し
く
体

を
動
か
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

の
ご
相
談
は
、
生
涯
学
習
・
体
育

課
�
32
・
５
１
１
０
へ
ど
う
ぞ
。

ダ
ン
ス

大大
勢勢
でで
やや
るる
っっ
てて
楽楽
しし
いい

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

チチ
ーー
ムム
一一
丸丸
でで
勝勝
利利
をを
めめ
ざざ
すす

カ
ロ
ー
リ
ン
グ

得得
点点
をを
とと
れれ
たた
とと
きき
がが
最最
高高
！！

▲生きがいゲートボール親善大会で（河川公園自由広場）
今年は10月21日�木に開催します。

▲大島マスターズスポーツクラブで（大島公民館）
「毎週金曜日の午後１時30分～３時に活動しています。
今日（８月20日）はちょっと少ないですが、いつも40～
50人くらいが参加しています。今年で10年目を迎え、も
うすっかり地域に定着しています」（大島マスターズス
ポーツクラブ代表・細山利雄さん）

▲上川西公民館のニュースポーツの集いで（２月10日）
「今年も９月から開催します。グラウンドゴルフやカローリングを予定し
ています。広くニュースポーツを普及していきたいと思っています」（上
川西体育協会副会長・川崎千恵子さん）
カローリングは氷上でするカーリングを屋内で楽しめるようにと、日本

で新しく生まれた競技です。ジェットローラをポイントゾーンめがけて投
球し、ぶつけ合いながら得点を競います。
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だ
れ
が
申
請
す
る
の
？

要
介
護
認
定
の
申
請
は
、
介
護
が
必
要

と
な
っ
た
と
き
に
、
そ
の
本
人
ま
た
は
家

族
が
行
い
ま
す
。

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
居
宅

介
護
支
援
事
業
者
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
の
介
護
保
険
施
設
に
、
本
人
に
代

わ
っ
て
申
請
す
る
よ
う
依
頼
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
老
人
保
健
施

設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
人
は
、
そ
の
施

設
が
本
人
に
代
わ
っ
て
申
請
を
し
ま
す
。

な
お
、
現
在
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い
る
人
や
施
設
入
所
者
に
は
、
個
別

に
認
定
申
請
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

申
請
す
る
場
所
は
、
市
役
所
二
階
の
介

護
保
険
課
か
市
内
十
カ
所
の
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
で
す
（
表
１
）。

期
限
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

申
請
は
、
十
月
一
日
か
ら
随
時
受
け
付

け
ま
す
。
し
か
し
、
申
請
が
遅
く
な
っ
た

り
、
一
度
に
集
中
し
た
り
す
る
と
、
そ
の

後
に
行
う
訪
問
調
査
や
認
定
も
遅
れ
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
来
年
四
月
か
ら
の
利
用
が

で
き
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
市
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
を
希
望
す
る
人
に
、
申
請
の
受
付
期

限
を
設
け
ま
し
た
（
表
２
）。

要
介
護
認
定
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
、

該
当
す
る
期
限
ま
で
に
申
請
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

長
岡
市
で
は
、
来
年
４
月
の
介
護
保
険
制
度
の
ス
タ
ー
ト
に
向
け
、
10
月
１
日
か
ら

要
介
護
認
定
を
受
け
る
た
め
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
、
介
護
が
必
要
な
状
態
で
あ
る
と
い

う
認
定（
要
介
護
認
定
）を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
月
は
、
そ
の
要
介
護
認
定
の
申
請
の
方
法
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

介
護
保
険
の
お
知
ら
せ
③

10
月
１
日
か
ら

要
介
護
認
定
の
申
請
が

は
じ
ま
り
ま
す

名 称 所 在 地 電話番号

長 岡 市 役 所（２階） 介 護 保 険 課

在宅介護支援センター 表 町 診 療 所
〃 か つ ぼ 園
〃 ま ち だ 園
〃 西 長 岡
〃 ま き や ま
〃 長岡中央綜合病院
〃 こ ぶ し
〃 悠 遊 苑
〃 ふ そ き
〃 け さ じ ろ

幸町2の1の1

表町3の2の13
加津保町1695の2
町田町540
三ツ郷屋町383の1
槇山町1592の1
福住2の1の5
深沢町2278の8
大字日越337
新保町1399の3
今朝白2の8の18

39・2245

37・1330
44・7337
39・8030
29・6622
29・7005
37・1225
46・6623
47・8523
25・3354
37・5440

表１ 申請はこちらで（申請受付場所）

※申請書は上記の場所に備えてあります。

シリ
ーズ
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申
請
す
る
と

次
は
訪
問
調
査
で
す

申
請
書
が
提
出
さ
れ
る
と
、
そ
の
受
付

順
に
訪
問
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
は

身
体
の
状
況
を
確
認
す
る
も
の
で
、
調
査

に
は
市
が
委
託
し
た
施
設
の
介
護
支
援
専

門
員
が
う
か
が
い
ま
す
。

そ
の
後
、
介
護
認
定
審
査
会
で
「
介
護

が
必
要
か
ど
う
か
」「
ど
の
く
ら
い
介
護
が

必
要
か
」
を
審
査
・
判
定
し
、
訪
問
調
査

の
三
〜
四
週
間
後
に
認
定
の
結
果
を
通
知

し
ま
す
。

そ
こ
で
「
介
護
が
必
要
」
と
認
め
ら
れ

た
人
が
、
来
年
四
月
一
日
か
ら
の
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

認
定
は
６
カ
月
ご
と
に

見
直
し
ま
す

要
介
護
認
定
の
有
効
期
間
は
、
原
則
と

し
て
六
カ
月
で
す
。
期
間
が
満
了
す
る
ご

と
に
更
新
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
十
月
〜
来
年
三
月
に
申
請
し

た
人
の
初
回
の
更
新
時
期
は
、
そ
の
申
請

順
に
来
年
六
月
末
〜
十
一
月
末
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
更
新
手
続
き
が
一
度
に
集

中
し
て
、
再
認
定
が
遅
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
滞
ら
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
で
す
。

な
お
、
更
新
時
期
は
、
判
定
の
結
果
通

知
と
一
緒
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

次
回
は
、
訪
問
調
査
の
調
査
項
目
な
ど

要
介
護
認
定
の
し
か
た
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

介護認定審査会が発足
10月からの認定審査の開始に先立ち、８月12日に140人の審査会

委員に委嘱状が交付され、「長岡市・山古志村介護認定審査会」（山
古志村と共同設置）が発足しました。

医療・保健・福祉の学
識経験者で構成する審査
会は、訪問調査の結果と
医師の意見書を基に、要
介護度の判定にあたりま
す。
市では、委員の研修会
を重ね、審査の公正、公
平性の確保に努めます。

介
護
保
険
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
は
…

介
護
保
険
課
�
39
・
２
２
４
５▲委嘱状交付後の研修会で（８月12日）

表２ 介護サービス利用希望者の申請受付

�１ 在宅者 ※下記の期限までに申請してください。

申 請 受 付 期 限
10月15日
�

10月15日
�

11月15日
�

12月15日
�

お 住 ま い の

小 学 校 区

阪 之 上
新 町
四 郎 丸
千 手
富 曽 亀

中 島
表 町
黒 条
新 組
桂
柿

前 川
宮 内
大 島
才 津
深 沢
福 戸
希望が丘

神 田
浦 瀬
栖 吉
上 組
石 坂
太 田
六 日 市
山 谷 沢
日 越
関 原
上 川 西

川 崎
十 日 町
下 川 西
宮 本
大 積
豊 田
川 崎 東
青 葉 台

訪問調査月（予定） 10月 11月 12月 １月

結果通知月（予定） 訪問調査の３～４週間後に通知します

※申請が混み合うと、予定よりも遅れることがあります。
※期限までに申請できない人は、上の表にかかわらず随時受け付けします。できるだけ
早めに申請してください。

�２ 施設入所者
申 請 月 10月 １月

※施設に入所している人は、その施設が本人に代わって申請します。

入 所 施 設 特別養護老人ホーム
老人保健施設

介護療養型医療施設

訪問調査月（予定） 10月 ２月

結果通知月（予定） 訪問調査の３～４週間後に通知します。


